
平成２５年１１月８日 
交 通 政 策 担 当 部 

 

都市高速鉄道第１０号線付属街路第１０号線の一部及び第14～17号線（街づくり側道）整備事

業及び基本協定の締結について 

 
(付議の要旨)   

都市高速鉄道第１０号線（京王電鉄京王線）付属街路第１０号線の一部及び第 14～17号線

（街づくり側道）の整備事業における事業者並びに基本協定の締結について報告する。 

 

１．主旨  
平成２４年１０月２日付で都市計画決定した都市高速鉄道第１０号線（京王電鉄京王線）の

付属街路は、第３号線から第１７号線の関連側道と街づくり側道で構成されている。 

区の都市計画である街づくり側道（付属街路第９号線の一部、１０号線の一部、第１４～１７

号線）の６路線については、区が事業者となり、その他の関連側道と付替道路の整備事業に

ついては、都が事業者となるところである。 

街づくり側道のうち第９号線部を除いた５路線については、付替道路を含んだ道路構成とな

っていることから、地権者への負担軽減や効率的な事業推進を図るため、都区間で協議を重

ね、街づくり側道の整備事業についても東京都が事業者となる方向で調整してきた。 

なお、事業費負担については、区が街づくり側道として付替道路に付加した幅員（２ｍ）部分

の事業費を区の負担とし、その他の部分の事業費を都の負担とする。 

ついては、都区の役割分担と費用負担に関して、都との基本協定締結に向け手続きを

進めることを報告する。 

 
２．事業概要 

①事業内容：付属街路第１０号線の一部、第１４号線、第１５号線、第１６号線、 

第１７号線について、付替道路と一体の側道（幅員６ｍ以上）として 

道路用地取得及び道路築造する。 

②事業者：東京都（都市計画事業の実施） 

③将来道路管理者：世田谷区（区道） 

 

３．事業費負担 

区が街づくり側道として付替道路に付加した幅員（２ｍ）部分の事業費について、基本協定

による負担金として区が負担する。 

なお、負担額及び負担方法等については、別途協定を締結する。 
 

４．事業費及び財源等、事業期間 

（１）街づくり側道負担金（予定）：約２７億円 

（２）財源：都市計画交付金１５～３５％（予定） 

（３）事業期間：事業認可後１０年（予定） 

 

５．今後の予定 

平成２５年１１月１４日 都市整備常任委員会報告 

平成２５年度中 基本協定締結、事業認可申請及び取得 

平成２６年４月以降 別途協定（負担額、負担方法等）締結 
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